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  玄関のドアを開けると、エプロン姿の女子高生が待っていた。


  「あっ、おかえりなさい。修司さん」


  花が咲いたような笑顔が、帰宅した僕を迎えてくれる。


  長い黒髪に、白い肌。


  細めの身体を包むセーラー服の上に、薄いピンク色の、可愛らしいエプロンをつけた美少女。


  そんな女子高生に出迎えられて、僕は――、


  「間違えました」


  ――一目散にドアを閉めるや、頭を抱えた。


  待て待て待て。


  なんだ今のは。


  ここは僕が住んでいる、とある独身寮。


  さっきはとっさに「間違えました」と言ったが、部屋番号も、一瞬見えた部屋の内装も、僕のもので間違いなかった。


  僕は兼山修司。二十五歳。独身。恋人もいない。


  つまり、エプロン姿の女子高生に帰宅を出迎えてもらう、なんてシチュエーションとは無縁な男のはずだ。


  それらを踏まえて、僕はもう一度、部屋のドアを開ける。


  「おかえりなさい、修司さん。どうかしたんですか？」


  やっぱりそこには、エプロン姿の女子高生が待っていた。


  ただ実のところ、……彼女の顔には見覚えがあった。


  というか、思いきり知り合いである。


  「あ、彩香ちゃん？　君こそどうして――」


  「さ。もう準備はできてますから」


  「えっ、いや、ちょっと……!?」


  この状況に説明を求めようとした僕だったが、その女子高生……風代彩香ちゃんに、やや強引に手を引かれ、さして広くないワンルームの中央まで連れて行かれてしまう。


  そしてそこには。


  「これ、君が作ったの……？」


  ガラステーブルの上に、夕食の支度が整えられていた。


  ごはんとみそ汁、ほうれん草のおひたしに、メインはブリの照り焼き。


  ささやかながらも、趣向は凝らされている。


  彼女が言った準備というのは、これのことか。


  「はい。その、お口に合うかどうかわかりませんが……あ。あと、お風呂の準備もできています。え、えっと、その……」


  そこで彩香ちゃんは、エプロンの前で手を組み、もじもじと指を動かし始める。


  「ま、まず、お食事にしますか？　お風呂にしますか？　そっ、それとも、わ、わた……」


  彩香ちゃんは頬を赤らめ、やや涙目の上目づかいで、言った。


  「……わたしに、しますか？」


  やばい。


  可愛い。あざといほどに可愛い。


  この破壊力たるや。


  ビバ日本。大和撫子よ永遠なれ、とか喝采したくなるレベルである。


  「しゅ、修司さん？　あの、無言になられると辛いんですけど……」


  「あ、ああ。ごめんごめん」


  清楚な見た目から繰り出された、破壊力抜群の攻撃にぐらついていた僕は、彩香ちゃんの言葉で我に返った。


  「そ、それで、どれを選びます、か……？」


  「そうだなぁ……」


  僕はわずかに思案するポーズを取ったが、実のところ、迷ってなんかいない。


  だって今このシチュエーションで、選ぶべき選択肢なんてひとつしかないだろう。


  「じゃあ、まずは――」


  僕はそっと、彩香ちゃんの方へと近寄って、


  「――どうやってこの部屋に入ったのか、聞かせてもらおうか」


  まずは侵入経路について問いつめることに決めた。


  ……誰か他の男性に聞かせたら「据え膳食わぬは～」とかなんとか、そんな説教でも受けてしまいそうな決定だが、僕にとっては、一種の死活問題なんである。


  「どうやってって……普通に玄関から入りましたよ？」


  きょとん、と可愛らしく小首を傾げる彩香ちゃん。


  可愛いけども、そんな所作で誤魔化される僕ではない。


  「なるほど。けど、それはおかしな話だ」


  「おかしなって……何がです？」


  「この部屋の鍵はひとつだけ。合い鍵は作ってない。そして、唯一の鍵は僕が持っている。管理人のマスターキーがあれば入れるけど、さっき帰り際に管理人に会った時、彼は何も言っていなかった。つまり」


  僕はいったん言葉を切って、人差し指を彩香ちゃんの鼻先へと突きつけた。


  「まっとうな手段では、僕の帰宅前に部屋に入ることは不可能だ」


  「はい。そうですね」


  ……あっさりと認めないで欲しい。


  「ええと、じゃあ、どうやって入ったのかな……？」


  気勢を削がれて、僕は普通にそう聞いてしまう。


  そこで彩香ちゃんは、部屋の隅に置いてあった学生鞄に歩み寄った。


  中からキーケースのような、革製の物体を取り出す。


  「失礼とは思ったんですけど、これを使って、先にお邪魔させてもらったんです」


  ケースが開かれる。


  中に収められていたのは、細い金属製の工具が数本。


  職業柄、なんだかとっても見覚えがある。


  僕の記憶が確かなら、女子高生が持ち歩くような物じゃない。絶対。


  「つまり……？」


  「ピッキングして玄関を開けました」


  「失礼どころか犯罪だよね!?」


  「バレなければ大丈夫です」


  「バレてるよ!?　一番バレちゃいけない職業の人にバレてるからね今まさに！」


  言いつつ、僕はスーツの懐から黒革の手帳……警察手帳を取り出した。


  僕は警察官。


  これでも神奈川県警察本部、捜査一課所属の刑事なのである。


  まだ新米ではあるが、ピッキングだの不法侵入だの、けして見逃しちゃいけないお仕事の人だ。


  僕が突きつけた警察手帳に、彩香ちゃんはこくりと一つ、うなずいてみせると。


  「まあそれはそれとしてですね」


  「この状況で話題を変えた!?」


  「いいじゃないですかピッキングくらい」


  「よくない！　何ひとつよくないから！　つーかここ、仮にも警官用の独身寮だからね!?」


  「大丈夫です」


  「何が!?」


  「目撃者は出してません」


  「そういう問題じゃない！」


  軽く息を切らしつつ、僕は彩香ちゃんへの説教モードへ移る。


  「あのね、彩香ちゃん。何度も言うようだけど、僕は――」


  「待ってください」


  ぴしゃりと、僕の説教を跳ねのけるように、彩香ちゃんは手のひらを突き出してきた。


  勢いに押されて黙る僕。職場では「お前に取り調べを任せると、犯人の身の上話を親身に聞いた挙げ句、逃亡を幇助しそうだ」と評判である。


  「待つって何を……？」


  「そのお話をです。今は先に、夕食にしませんか？　冷めてしまいますし」


  「ああ、それは確かに……」


  ガラステーブルの上では、夕食のおかずが、変わらず食欲をそそる香りを漂わせている。


  このまま冷ましてしまうのは、確かにもったいない。


  が。その前に。


  「これ……薬とか入ってないよね……？」


  僕はそんなことを聞いてみた。


  何をバカなことをと思われるかもしれないが、まあ経験上、必要な確認だった。


  瞬間、彩香ちゃんの両目が、悲しげに見開かれる。


  そのまま彼女は、両手で顔をおおってしまった。やば。


  「ひっ、ひどいです……！　薬なんて、そんなわけ……」


  「ご、ごめん！　悪かったって！　そうだよな、さすがに君でも――」


  と、その時だった。


  どこからともなく現れた一匹のハエが、ブリの照り焼きの上に着地した。


  あ、くそ。せっかくの料理が……なんて思うヒマもなかった。


  ハエは次の瞬間、皿の上にぽとりと、力なく墜落したのだ。


  そのまま照り焼きソースの海の上に、ぷかぷかと脱力したまま浮かんでいる。


  「…………彩香ちゃん？」


  「…………さ。どうぞ遠慮なく召し上がってください」


  「目の前の被害を見なかったことにしろと!?　お断りだよ!!」


  「そっ、そう言わず！　大丈夫です、別に死んだりしませんから！」


  「でも盛ったよね!?　明らかになんらかの薬は盛ってあるよね!?」


  「ちょ、ちょっと全身が痺れて、助けを呼ぶ声も出せなくなるだけですから問題ないです！」


  「大問題だよ!?　僕の動きを封じて何する気なの!?」


  問い詰めると、彩香ちゃんはそこで急に、顔を赤らめ、


  「おっ、思ってません！　監禁してじっくり、私なしでは生きられない身体に調教してしまおうなんて微塵も思ってませんから！」


  「予想以上にえげつないこと企んでるよこの娘!?」


  ……改めて紹介しよう。


  風代彩香。十六歳。


  近所のお嬢様学校に通う女子高生。


  彼女は、


  「だ、だってしょうがないじゃないですか……」


  「いやいやいや。どんな事情があっても、料理に薬を盛るのは犯罪だから。ピッキングも」


  「だって、だって――」


  彼女は僕の、


  「――だってわたし、修司さんが好きなんです」


  ストーカーだ。


  　


  　


  ストーカー。


  恋心とか暴走させた挙句、片想いの相手に付きまとったり、無言電話入れたり、うっかり殺してしまったり、その手の困った人々のことである。


  それらの例に漏れず、僕も彩香ちゃんに、大変困っている。今まさに。


  「いやあのね、君の気持ちは嬉しいんだよ？　ただね――」


  「じゃあ結婚してください」


  「うん。せめて付き合うところから始めて欲しいというかね」


  「付き合ってはくれるんですね!?」


  「ごめん違う口が滑った！　付き合うのも無理！」


  「どうしてですかー!?」


  すがりつくように詰め寄ってくる彩香ちゃん。


  どうしても何も、その理由は何度も説明したはずなのだが……。


  「……未成年に手を出したら犯罪なんだよ」


  「そんなの、すぐに結婚しちゃえばいいんです！」


  「いや結婚とかそんな、簡単にするもんじゃないし……第一、ご両親も反対するでしょ」


  「私がなんとかします！」


  なんとかって、何をする気だろう……という心配は、さすがに考えすぎだろうか。


  「もし両親が邪魔するようなら、絶対にバレない方法で始末します！」


  まったく考えすぎじゃなかった。


  「うん。冗談でもやめようね、そういうこと言うのは」


  「冗談じゃないです！」


  「余計悪いってば！」


  一向に納得してくれる気配のない彩香ちゃん。


  僕は少し、切り口を変えてみることにした。


  「たとえばの話、僕が君と付き合ったとして――」


  「付き合ってくれるんですね!?」


  「たとえばだって言ってるでしょうが！　……たとえば仮に、もしも、僕らが付き合ったとして、もし僕が浮気したら、どうする？」


  「殺します」


  即答だった。瞳に迷いが一切ない。


  やだこの子こわい。


  「ええとね……正直、そういう極端な発想が怖くて付き合いたくないってとこもあってね……」


  もし恋人がいたら、浮気なんてするつもりは一切ないけども。


  相手がこの子の場合、それが疑われただけで人生が終了すると思う。確実に。


  「え？　あ、やだ。違いますよ修司さん。誤解です」


  「誤解？」


  「はい。もし修司さんが浮気しても別に、修司さんを殺したりなんてしません」


  ……あれ？


  意外と、それくらいの常識は持ち合わせて――、


  「殺すのは浮気相手です」


  ――いるわけがなかった。


  「それはそれでダメだから！」


  「なんでですか!?」


  「そこでダメな理由を訊いてくる感性が怖いんだってば！」


  「浮気をしなければいいだけじゃないですか！」


  「……ちなみに、どこからが浮気になるの？」


  「わたし以外の女性と口を利いたらアウトです」


  「それ日常生活も厳しくなるから！　聞き込みとかできなく――っと、ごめん」


  そこで、僕のスマートフォンに着信があった。


  不満顔の彩香ちゃんに目で謝りつつ、僕は着信に応じる。


  「はい兼山。はい、ええ今は寮に……わかりました。すぐ向かいます」


  通話を切って、僕は立ち上がった。


  久々に早めに帰宅できたのだが、急な仕事が入るのはよくあることだ。


  「お仕事ですか？」


  「うん。悪いけど、今日はこれで帰ってくれる？」


  「ええー……そんなに、大事なお仕事なんですか？」


  「大事じゃないわけないだろう。いつも通り――」


  そこで一瞬、一応は素人の女子高生にこんなことを言っていいのか、とも思ったが、彩香ちゃんには僕の所属もバレているので、まあ誤魔化しても仕方ない。


  「――死体が、出たんだ」


  　


  　　＊


  　


  寮を出てから約一時間後。


  僕は県内にある、単身者用のマンションを訪れた。


  訪れた、のだが……。


  「なるほど。つまりストーカー殺人ですね」


  「あの、彩香ちゃん」


  「怖いですねー。無理心中とか、わたしにはちょっと理解できません」


  「いやあの、彩香ちゃん？」


  「だいたいこういう極端なことしちゃう人って、あまりに身勝手といいますか――」


  「話聞いてよ！　あとこのストーカーも君にだけは言われたくないと思う！」


  僕が声を大きくすると、それでようやく、彩香ちゃんは死体から顔を上げた。


  ここはマンションの一室。


  ベッドの上には、眠ったまま刺殺された、この部屋の住人である若い女性の遺体。


  彩香ちゃんがかがみ込んでいる床の上には、身元不明の中年男性の遺体があった。


  要するに殺人事件の現場である。


  その、殺人事件の現場に、


  「君はどうして、当然のような顔をして一緒にいるのかな？」


  「どうしてって……ＧＰＳで修司さんの居場所を調べたからですけど」


  「いやそういう問題じゃな――ＧＰＳ!?」


  そもそも一般市民が殺人事件の現場になぜ入って来ちゃってるのか……を問いつめるつもりだったのだが、聞き捨てならない単語に思わず喰らいつく。


  「まっ、まさか、僕の服のどこかに発信機を――」


  「あはは。そんなわけないじゃないですか」


  「そ、そうだよね。いくらなんでも……」


  「発信機じゃなくて、『カレ○ログ』を使いました」


  「…………『カレ○ログ』？」


  「恋人の浮気防止用のアプリです」


  バッ！　と、慌てて僕はスマホを取り出す。


  ダウンロードされているアプリの一覧を確認して……一番下に、見覚えのないアプリを発見。


  「……これは、どんな」


  「スマホのＧＰＳの信号を追って、現在地とか移動経路を割り出せます」


  「こんなものいつの間に!?」


  「修司さんが寝ている隙にこっそりと」


  「君の前で眠った覚えなんてないんだけど!?」


  「昨夜ぐっすりと眠っている、可愛い寝顔を拝見しましたけど？」


  「昨夜もうちに忍び込んだの!?」


  ……眠る僕を、暗闇の中でじっと見つめる彩香ちゃんの姿を想像する。


  やばい。怖すぎるって。


  というか、こんなアプリ無断でダウンロードする彩香ちゃんも彩香ちゃんだけど、配信してる会社もたいがいじゃないだろうか。


  「……って。いや今はそれよりも、どうしてこんなところに――」


  「おう兼山。来てたのか」


  と、声をかけられ、僕は彩香ちゃんへの追及を中断した。


  声をかけてきたのは、年配の鑑識課員だった。顔見知りである。


  「お疲れ様です」


  「おお。ん？　姿が見えねぇが、桂木はどうした？」


  「桂木警部補でしたら、今日は風邪で非番です」


  「珍しいな。奴なら這ってでも来そうなもんだが」


  「ええ。でもさすがに三十九度の高熱らしいんで、なんとか言いくるめて休んでもらいました」


  「なるほど。……って、お？　そっちの嬢ちゃんは……」


  「あっ、いやこの子はえっと」


  当然といえば当然の疑問に、僕は背後の彩香ちゃんの存在をどう取り繕おうか頭を巡らせ、


  「お久しぶりです。浅宮さん」


  「え……？」


  彩香ちゃんの口から出た鑑識課員の名前に、意表をつかれて固まった。


  「おー。やっぱり彩香ちゃんか。ずいぶん良い女になったじゃねぇか」


  「あはは、やめてくださいよ、もー」


  僕を放置し、朗らかに笑い合う二人。


  つまりこの二人は。


  「知り合い、なんですか……？」


  「ああ。この子の親父が俺の同期でな」


  「父がいつもお世話になっています」


  「え。あれ？　彩香ちゃんのお父さんって……警察の人？」


  「？　言ってませんでしたっけ」


  彩香ちゃんは軽く首を傾げると、さもなんでもないことのように、


  「わたしの父、現役の――警察庁長官ですよ？」


  そんなことを言った。


  「………………は？」


  警察庁長官。


  東京都を管轄下に置く、警視庁のトップが警視総監。


  その警視庁を含めた、全都道府県警察を統括する組織が警察庁で、長官はそこのトップ。


  どっちが偉いのかとか、下っ端の僕にはよくわからないが……どちらにせよ、物凄く偉い。


  「なんだ兼山。知らずに一緒にいたのか？」


  「え、ええまあ。いやでもあの、いいんですかね？　いくらその、警察庁長官の娘だからといっても……その、一般市民の、それも未成年がこんな現場に」


  「は？　お前、本当に何も知らないのか？」


  「？」


  意味がわからず首を傾げる。


  浅宮さんは軽くため息をつくと、


  「ま、心配すんな。とりあえずこの子が現場にいても、誰もとがめたりしないからよ」


  「いやでも」


  「事件についてこの子と相談してみろ。それで意味がわかる」


  などと言いつつ、さっさと自分の仕事に戻って行ってしまう。


  やはりさっぱり意味がわからないが、確かに今のところ、他の捜査員が彩香ちゃんの存在に文句を言うことはない。


  警察庁長官の娘だから遠慮している……というだけでもなさそうだった。


  「さて。晴れてわたしがここにいても問題ないとわかったところで、事件を整理しましょうか」


  「いや……はぁ。了解」


  なんだか釈然としないものの、仕事をおろそかにするわけにもいかない。


  とにかく僕は、自分のストーカーと一緒に、ストーカー殺人の処理に挑むことになった。


  　


  　


  あらかたの現場検証が終わり、他の捜査員が聞き込みや本部への報告に向かった頃合いを見計らって、僕と彩香ちゃんは、現状の再整理を始めた。


  「ひとまず確実に被害者と呼べるのは、この部屋の住人・大沢結衣さん二十歳。近くの大学に通う学生で、一人暮らし。死亡推定時刻は、午前二時から四時の間」


  今が午後七時なので、ざっと半日以上は経っている。


  「遺体の発見者は誰なんです？」


  「被害者の大学の友人二人だね。被害者は以前からストーカーの存在にかなり悩んでいて、友人たちにも相談していた。今日、大学に被害者が現れないのを心配した二人は、このマンションを訪ねて、管理人に事情を説明。玄関の鍵を開けてもらって……遺体を発見した、と」


  「それで、結衣さんを殺害した犯人というのが――」


  「現場を見る限りではまあ、この男だろうね」


  僕は床に倒れた、身元不明の中年男性の遺体に目をやる。


  首の右側から流れた血が床にこびりついている。


  死因は頸動脈を切り裂いたことによる失血性ショック。


  両手に黒い革の手袋をはめていて、すでに鑑識が回収したが、右手にはサバイバルナイフを握っていた。


  「状況から見てこの男は自殺。眠っている被害者を刺殺後、遺書らしきものを残して、自分の首を切った」


  部屋の隅にある机。


  そこに置かれたノートＰＣのディスプレイには、ただ一行、


  『俺たちはひとつになる』


  とだけ打ち込まれている。


  遺書と呼んでいいかどうかも微妙だが、一応それ「らしきもの」ではある。


  「侵入経路は、この窓ですか？」


  「そうみたいだよ」


  彩香ちゃんが近づいた窓は、外から割られていた。


  割れているのは一部だが、内側に手を入れて開錠するには十分な大きさの穴ができている。


  ここは二階で、外階段からベランダまでの距離は短い。


  飛び移ることも簡単だ。


  「さっき彩香ちゃんが言ってた通り、ストーカーによる無理心中。それ以上でも以下でもなさそうだね」


  被害者は生前、警察にストーカーについて相談していたというし、やりきれない事件だ。


  ただまあ、取り立てて疑問の余地はなさそうだ。


  僕はそう思ったのだが、


  「本当に、そうでしょうか……？」


  彩香ちゃんは難しい顔で、そんなことをつぶやいた。


  「何か気になることでも？」


  「いくつか。まず、ストーカーはなんで、無理心中なんて選んだんでしょう。片想いの相手に、手が届かなくなるだけなのに」


  「殺してでも手に入れるとか、そんな心理じゃないのか」


  「理解できませんね。無理心中を選ぶだけの行動力があるなら、もっと他に、相手を射止める方法もあったでしょうに」


  その「もっと他の方法」とやらが、僕に対して実行されているんじゃないだろうか。


  「……君とはタイプが違うストーカーだったんだよ。実際、ストーカーによる無理心中って事件は、以前にも例がある」


  「それはそれとして、変なんですよ」


  「変？」


  「はい。ストーカーの気持ちになってみると」


  「……なってみるも何も、君はストーカーそのものじゃないか……」


  「ストーカーですけど、つまり、そのタイプの違うストーカーの気持ちになったんです」


  ……ストーカーであること自体は、かけらも否定する気がないらしい。


  僕の呆れ混じりの視線に気づいた風もなく、彩香ちゃんは続ける。


  「このストーカーは相手を殺して、自分のものにした、みたいな感じですよね。なんでわざわざ『俺たちはひとつになる』なんて、遺書なんて残すんでしょう？」


  「誰かに宣言したかったんじゃない？」


  「殺してしまうほど好きなら、相手以外を気にしたりしないと思うんですけど……」


  確かに、以前にあったストーカーの無理心中でも、ストーカー自身の遺書はなかった気がする。


  「それだけじゃないですよ」


  そう前置いて、彩香ちゃんは机の方に歩み寄る。


  そのまま、机の上のノートＰＣに指を向けた。


  「このノートＰＣ、指紋が検出されてませんよね？」


  「ああ、うん。そうらしいけど……この男は手袋してるんだから、当たり前じゃ」


  「手袋なんてしてたら、キーを打ちづらいと思うんですけど。だいたいなんで手袋なんてしてるんです？　自殺するつもりなら、指紋を残さないよう気をつける必要もないのに」


  「割った窓で手を切らないように、じゃない？　それからはただ単に、そのまま手袋してても気にならなかったとか。多少キーが打ちづらいだけで、打てないわけじゃないし」


  そんなに大きな問題ではないと思う。


  「はい。まあ、そこはそうですね。でもまだあります」


  彩香ちゃんはあっさり認めると、今度は被害者の女性の遺体へと近づいた。


  彩香ちゃんは誰に借りたのか、捜査員用の手袋をはめると、被害者がかけている布団をめくる。


  「着衣の乱れとか、ありませんよね。本当に眠ったまま亡くなったみたい」


  「そうみたいだけど……」


  よほど力をこめられたのか、被害者を刺した傷は肋骨を破って心臓にまで達しているらしい。


  「ほぼ即死だろうし、もがいたり抵抗したあとがないのは当然じゃないかな」


  「そうですか？　修司さんならむしろ、わたしより想像しやすいと思うんですけど……」


  「？」


  「被害者は正体もわからない、ストーカーに悩んでいたんですよ？　眠っていたとしても……窓ガラスが割られる音に、まったく気づかないものでしょうか」


  「あ……」


  さっきの想像を思い出す。


  暗闇の中で、眠る彩香ちゃんが僕を見下ろしている……。


  寒気がする光景だ。


  僕はストーカーの正体がわかっているし、住んでいるのは警官用の独身寮。


  今日まで不法侵入の恐怖におびえることはなかったし……不眠にまではなっていない。


  けど今夜からは、正直いままでほど、安眠できる気がしない。


  今回の被害者は女性で、一人暮らし。


  かなり悩んでいたようだし、確かに、窓ガラスが割られても平然と眠っていられるほど、安眠できていたかは疑問だ。


  ただし。


  「確かに不自然な点があることは認めるけど……それだけじゃまだ、ストーカーの無理心中っていう今の説をくつがえすには足りないよ。こうして、身元不明の男の遺体まであるわけだし」


  もしこれが、ストーカーの無理心中を装った、他の誰かによる殺人だとすると、この男はどこの誰なのかという話になる。


  「それが誰か、ということでしたら、まあ仮説くらいは立てられますけど……それより、第一発見者に話を聞いてみませんか？」


  「はい？　どうしたの急に？」


  「もしわたしの仮説が正しかったら……それで何かわかるかもしれません」


  「……はぁ」


  妙に確信のありそうな彩香ちゃんの微笑に、僕は戸惑いつつも、従ってみることにした。


  　


  　　＊


  　


  「被害者に恋人ができた？」


  第一発見者から出た言葉を、僕はオウム返しにそう繰り返した。


  場所はマンションの管理人室だ。


  ひとまず状況が落ち着くまでということで、第一発見者たちにはここに待機してもらっている。


  「はい。……バイト先で知り合った人ってくらいで、詳しくは聞いてないんですけど」


  目の前の若い女性は、涙の跡が残る目元を拭いつつ、言った。


  遠山陽子（とおやまようこ）。二十歳。


  遺体の第一発見者の一人で、大沢結衣の大学での友人だ。


  「結衣さんのバイト先って？」


  「その……夜のお仕事でした。あの、キャバクラで」


  陽子さんはわずかに言いよどんだが、仕事柄、大学生がキャバクラで働いていると聞いても、さしたる驚きはない。


  最近はむしろ、よくあることと言っていい。


  「恋人ができたのって、いつごろのことだかわかりますか？」


  「……正確にはわかんねぇよ。けど、まだ二週間も経ってねえ」


  続く僕の問いに答えてくれたのは、陽子さんの隣に座る、同年代の男性だった。


  イラ立ち気味の物言いは気にかかるが、一方で顔色は蒼白……被害者の死にショックを受けているのは、陽子さんと同じようだ。


  秋川学（あきがわまなぶ）。同じく二十歳。


  彼も遺体の第一発見者で、やはり被害者の大学での友人だった。


  親しい友人と呼べるのは、彼と陽子さんの二人だけだったらしい。


  「ああ、なるほど。それでか」


  納得したような声を上げたのは、壁際に控えていた白髪混じりの男性。


  マンションの管理人で、第一発見者の最後の一人である。


  名前は山谷健次郎（やまたにけんじろう）。五十四歳。


  「何が『なるほど』なんでしょう？」


  「近頃、大沢さんの隣近所の住人から苦情があったんですよ」


  「苦情、と言うと？」


  「深夜に、大沢さんの部屋に出入りしてる男がいると。ほら、ここは女性の一人暮らし用のマンションでしょう？　私や親御さん以外、男性の出入りは禁止ということになっとるんですよ」


  山谷氏の先の「なるほど」は、被害者の部屋に出入りしていた男が彼女の恋人なのだろう……という意味か。


  ストーカーに怯えている女性が、周囲の住民の目を盗んで、交際中の男性を自宅に招く。


  守ってもらおうと考えたなら、不自然ではない。


  僕は少し声を抑えて、背後で待っていた彩香ちゃんに話を向けた。


  「じゃあストーカーは、被害者に恋人ができたことに腹を立て、今回の犯行に及んだ……」


  「その可能性はありますね」


  うなずき合う僕たちだったが……それがまずかった。


  そもそも、この場に制服姿の彩香ちゃんを連れてきたのは、あまりにも不用意だった。


  「おい。なんなんだよその女子高生」


  僕に向け、鋭い声が投げられた。


  声をかけてきたのは発見者の一人、秋川くんだ。


  「捜査に素人連れてくるとか……真面目にやる気あんのかよ!?」


  秋川くんは立ち上がり、僕に詰め寄ってくる。


  どうも彩香ちゃんは、色んな意味でただの素人ではないらしいのだが……近づいて来た秋川くんの瞳を見て、僕は言い訳をあきらめた。


  うっすらと、その両目には涙がにじんでいる。


  「元はといえば、お前ら警察がちゃんと見てなかったせいで結衣は、結衣は……！」


  「……すみませんでした」


  警察の不甲斐なさが今回の事件を招いたことは間違いない。


  僕にできるのは、組織の一員として、ただ謝ることだけだった。


  それもまた不甲斐ない。


  「……っ、すみませんじゃ――」


  「よしなよ、学」


  なおも言い募ろうとする秋川くんの腕を掴んだのは、陽子さんだ。


  彼を制止してくれた陽子さんに、僕は目線で礼を伝えようとして、


  「……この人に文句を言っても、結衣は戻ってこないんだから」


  彼女からも刺すような視線を向けられ、ただ息を呑む他なかった。


  「けど、聞かせてください。どうして警察は、動いてくれなかったんですか」


  「……申し訳ありません」


  「謝罪より理由を聞かせてください」


  「……明確な被害の証拠がない場合、警察としても、巡回の強化以外に対応のしようがないんです」


  「証拠って……付きまといだけじゃなくて、無言電話とか、手紙とか、その、たっ、体液の入った小瓶まで送りつけられてたんですよ!?　それでも警察は動かないんですか!?」


  「体液の入った……？　それ、警察には……」


  つまり精液のことだろう。


  そんな明らかな物証があったなら、さすがに警察も、立件しやすかったはずだが。


  「そんなのすぐ捨てたに決まってるじゃないですか！　気持ち悪い！」


  「はっ、す、すみません……」


  実際のところ、ストーカー被害には狂言も多い。


  物証がなかったのなら、地元の警官が狂言を疑ってかかった可能性もおおいにある。


  一ヵ所だけを張り込み続けることができる人員はどこも確保できないはずで、そうなると被害を未然に防ぐことは難しい……なんてことは、市民からすれば言い訳だ。


  「本当に、申し訳ありませんでした」


  僕にはただ、頭を下げ続けることしかできない。


  「い、いえ。こちらこそ言いすぎました……ごめんなさい……」


  と、僕の情けない姿を憐れんでくれたのか、陽子さんは一転してしおらしく言った。


  「……私たちも、悔しいんです。結衣、あまり人付き合いが得意じゃなくて……上京してからは、友達って呼べるの、私たちだけだって言ってくれてたのに……」


  ただ、続くその言葉に、僕はいっそう、警察の、自分の無力を噛みしめ、うなだれることしかできなかった。


  　


  　　＊


  　


  「しゅ、修司さん。そんなに落ち込まないでください。しょうがないですよ」


  管理人室を後にして、マンションの裏手の駐車場。


  縁石に座り込み、がっくりと肩を落とした僕を、彩香ちゃんは励ましてくれる。


  「でもあの、さすがに外部の人に話を聞くのに、わたしがついて行ったのは軽率でした。……ごめんなさい」


  「いやいや、いいよ。思い至らなかったのはこっちも一緒だし」


  「ですけど……」


  「ああいう時、桂木警部補だったらもっと巧くやり過ごすんだろうけど」


  「……さっきも名前が出てましたけど、桂木警部補って、どなたです？」


  「え？　僕が普段組んでる、バディの人だけど。今日は休み」


  「性別は？」


  「は？」


  「性・別・は？」


  「じょ、女性、です」


  「なるほど……ちょっと待ってくださいね」


  「こっちこそちょっと待って欲しい。なぜそこで、学生鞄から包丁が出てくるのかな？」


  彩香ちゃんがおもむろに学生鞄から取り出したのは、出刃包丁。


  しかも抜き身だった。


  「なぜって、精神を落ち着けるためですよ？」


  「包丁を握ると精神が落ち着く、という言いぐさについても異議を申し立てたいが、何よりもまず、なんで学生鞄に包丁が常備されているのかを問いただしたいんだけど」


  「？　私の恋路を邪魔する障害を、いつでも排除できるようにですけど？」


  「いや無理だから。とうてい銃刀法という法律違反を正当化できる言い訳じゃないからねそれ」


  僕の抗議をスルーした彩香ちゃんは、不意に目を細め、色っぽい吐息をついて、言う。


  「あとこうしてると、妙に頭がすっきりして、考えがまとまりやすくなるんです」


  「怖い！　ただただ怖いからその性質！」


  すっきりした頭で殺害計画でも練るつもりじゃないだろうな……。


  「それで、事件の話ですけど」


  僕の警戒をよそに、彩香ちゃんは話を本題へと戻した。


  手にした包丁の刃を見つめつつ、眉を寄せている。


  その姿がなんだかやっぱり怖い。


  「わたしの疑問が正しくて、仮に被害者が、窓ガラスを破られればすぐ目を覚ますような状態だった場合、一つ問題が発生します」


  「問題って……あの中年男性の死体が誰かってこと？」


  「それもありますが、その前に、真犯人が窓を使わずどうやってあの部屋に侵入したかです。発見者の方々が最初に現場に行った時、鍵はかかっていたそうですから」


  「彩香ちゃんみたいにピッキング……は、ないか」


  「ないでしょうね。あの部屋の鍵、ピッキングには相当時間がかかるタイプですし、そもそもそんな痕跡があれば、鑑識さんがすぐ報告してくれるはずですし」


  「……君がピッキングに要する時間を見積もれることについては、あえて何も言わない」


  「合鍵、という可能性はありますが、ストーカーを警戒している女性ならドアチェーンぐらいはかけます。来客中でもなければ」


  「あの死体の男が来客で……真犯人はドアチェーンがかかっていないのを良いことに、玄関から侵入を強行。二人まとめて殺された、とか？」


  「その場合でも、被害者の結衣さんは目を覚ますでしょう。それに男性の遺体の方にも、誰かと争った形跡はありませんでしたし」


  「確かに……」


  うーん。


  なんだか混乱してきた。


  「そんなに難しく考える必要はないですよ。あの遺体の男性が誰なのか、真犯人はどうやって部屋に侵入したのか。この二つがわかれば、事件の全貌も見えてきます」


  「なるほ……ん？　ちょっと待って。その口ぶりだとまるで、もう事件の全貌が見えてる人の言葉に聞こえるんだけど？」


  気づけば、彩香ちゃんは見つめていた包丁から目を離している。


  そうして僕に微笑を向けて。


  「はい。仮説ではありますけど、少なくとも、――私ならこうします」


  まるで犯人の意図に共感するように、そう断言した。


  　


  　　＊


  　


  とはいえ、僕にもプロの刑事としての矜持というものが（一応は）ある。


  事件の関係者とまだ現場に残っていた数人の捜査員を管理人室に集め、僕は彩香ちゃんより先に、自分の推理を披露させてもらうことになった。


  「そうですね。いったん修司さんの推理を聞いてもらった後の方が、わたしの推理をお聞かせした時、わかりやすいかもしれません」


  とは、彩香ちゃんの弁。


  まるで僕が推理を間違えることや、どんな間違い方をするかに至るまで見透かしたような言い草だったが、甘い。


  僕だって相当に知恵を絞ったし、新たな事実も発覚している。


  正答を出すことだってできるはずだ。


  「おい、どういうつもりだ。こっちはさっさと帰りたいんだよ」


  そう噛みついてきたのは遺体の第一発見者の一人、被害者の友人・秋川くんだった。


  時刻を見れば、もうすぐ午後十時。


  ただの発見者を現場に留め続けるには、少々非常識な時間だ。


  「すみません。もうすぐ終わりますので」


  「……さっさとしろよ」


  「はい。ですがその前に、新しい事実がわかりました」


  「あ？　新しい事実だ？」


  「ええ。被害者……大沢結衣さんと同じ部屋に倒れていた、中年男性の遺体の身元です」


  「……ストーカーの身元がわかったからなんだってんだよ」


  「いいえ、彼はストーカーではありません」


  「は？」


  「彼は、結衣さんの恋人です」


  「嘘よ！」


  そんな声を上げたのは、秋川くんと同じく結衣さんの友人・陽子さんだった。


  声を大きくしすぎたと恥じらったのか、陽子さんは一転、ささやくような声で。


  「だ、だって、倒れてたあの男の人……かなり年上だったし。結衣の前の彼氏とか、普通に若かったし……」


  「まあ、恋人とはいっても……」


  と、そこまで言ってしまってから、さすがに僕は言いよどむ。


  あの男性は、結衣さんのバイト先……つまりキャバクラの客だった。


  他の捜査員が聞いた、店の従業員の話では、数週間前までは、結衣さんを気に入っているだけで、結衣さんにとってはただの常連客の一人だったという。


  ただ結衣さんは、ストーカーのせいでかなり追いつめられていた。


  誰でもいいから守って欲しい……そんな考えで男性に誘いをかけたのだと、周囲の同僚に漏らしていたようだ。


  別に不倫というわけでもないが、男性に対して不誠実ではある。


  あまり、被害者の友人に伝えるべき内容ではないだろう。


  「……とにかく、彼はストーカーではありませんでした。つまり、事件に巻き込まれた被害者の一人です」


  「じゃあ、犯人は他にいるってのかよ？」


  「ええ。それもこの場に」


  「なっ」


  僕の言葉に、秋川くんは陽子さんを見て、そして管理人を見た。


  「だ、誰のことだ……？」


  「あなたです。秋川さん」


  「……はぁ!?」


  頓狂な声を上げた後、秋川くんは乾いた笑いを漏らした。


  そのまま拳を振りかぶり、


  「っざけんじゃねぇぞテメェ！」


  僕の頬を殴りつけようとするが――僕はそれを、片手で掴んだ。


  「っ!?」


  これでも警官だ。


  ひと通りの訓練は受けているし、そもそも武道は得意な方でもある。


  さすがに素人の拳くらいは、どうとでも対処できる。


  僕は秋川くんの拳を軽くひねり、そのまま地面に押さえつける。


  それを見て、陽子さんが「学!?」と悲鳴じみた声を上げるが、構ってあげられない。


  「公務執行妨害。これだけで十分、緊急逮捕はできるんだけど……」


  「ふ、っざけんなよ！　俺が結衣を殺すわけねぇだろ！」


  「あの男性がストーカーじゃなく、犯人でもないとすると、ひとつ問題がある。真犯人はどうやって、あの部屋に侵入したか、だ」


  この辺りは彩香ちゃんの受け売りだが、喚く秋川くんを押さえつつ、僕は淡々と語る。


  窓を割って侵入しようとすれば、中にいる結衣さんに気づかれる。


  かと言って玄関を合鍵やピッキングで開けようとしても、ドアチェーンに阻まれる。


  だがあの部屋に繋がる侵入経路は、この二つしかない。


  なら、どうするか。


  「簡単だ。友人として、堂々と玄関から招いてもらえばいい」


  「は、はぁ!?　一人暮らしの女の部屋だぞ！　そんなことできるわけ――」


  「できるさ。ボディガードとしてそれとなくアピールすれば、彼女も断らなかったはずだ」


  なにせストーカーにおびえるあまり、どうでもいい年上の男と恋人になるくらいだったのだ。


  「まんまと部屋に入り込んだ君は、結衣さんにこう言ったんじゃないか？　『最近ちゃんと眠れてないだろ？　俺が見張っててやるから、安心して寝てろ』とか」


  「っ、んなこと――」


  「そうして結衣さんは眠りについた。君は眠ってしまった結衣さんを……手に持っていたナイフで刺し殺した」


  友人が見張っていてくれるからと安眠していた結衣さんは、そのまま永久の眠りについてしまった。


  他ならぬ、その友人の手によって。


  「あとはそうだな、結衣さんの携帯電話か、そこから探し出したアドレスや番号を使って、結衣さんの恋人を部屋に呼び出した。警察を呼ばれたら困るから、『どうしても会いたい』とか、そんな文面が無難かな。いや、あるいは」


  もっと単純な方法もある。


  「事前に恋人が訪ねてくるサイクルや時間を調べておいて、その直前を狙った……ってことも考えられるか」


  「じっ、事前に調べる？　はっ、そんなのどうやって」


  「できるはずさ。だって君――結衣さんのストーカーなんだろ？」


  「……っ」


  「部屋にやって来た恋人は、すぐに結衣さんの異変に気づく。ベッドに眠ったまま目を覚まさない結衣さんの身体を揺すったり、とにかく彼の意識は、結衣さんに釘付け。後ろから首をかき切るくらい、造作もない」


  あとは、ノートＰＣに遺書を打ち込み、窓を割って、死んだ男に用意しておいた手袋と凶器のナイフを身につけさせ、偽装は完了。


  ストーカーによる無理心中の現場の完成だ。


  「しょ、証拠はあるのかよ!?」


  往生際の悪いことに、秋川くんはそんなことを喚く。


  この状況で証拠を出せとか、死亡フラグ以外の何物でもないと思う。


  「今ごろ、礼状を取った捜査員が君の家に行っている。そろそろ――」


  と。折よく僕のスマホが着信を告げた。


  事前に他の捜査員に向かってもらっていたのだ。


  彩香ちゃんもその場にいたが、特に止めたりはしなかった。ということは、彩香ちゃんの推理が導き出した答えも僕と同じということだろう。


  「はい、はい。わかりました。ありがとうございます」


  電話越しに簡単な報告を受けてから、僕は秋川くんに向き直る。


  「君の部屋から、結衣さんを隠し撮りしたと思われる写真や、カメラ、結衣さん宛の手紙のミスプリント、今回の凶器と同じメーカーのナイフ数本、それに血のついた衣服が見つかった」


  「ち、血のついた衣服……!?　ちょっ、ちょっと待ってくれよ！」


  「どうした。さすがにもう、言い逃れはできないだろ？」


  「い、いや、確かにそうだよ！　俺だよ！　俺が結衣のストーカーだ！　けど違うんだ、待ってくれ、俺は結衣を殺してなんかいない！」


  「まだそんな……」


  「信じてくれって！　殺すわけないだろ!?　そりゃあのクソ野郎はぶっ殺してやりたかったけど、俺は結衣が好きなんだよ！　殺さねぇよ！」


  必死の形相ですがりついてくる秋川くん。


  ……さすがにちょっと、往生際が悪すぎる。


  多少強引にでも手錠をはめてやるべきか、そう思った時だ。


  「学！」


  「っ!?」


  思いがけない衝撃が、僕の腰の辺りにぶつかった。


  「よ、陽子……？」


  「逃げて！　逃げて学！　私は信じてるから！　学が結衣を殺すわけない！　きっと何かの間違いよ！　早く逃げて！」


  「いやっ、ちょ、何を――!?」


  僕の腰にタックルを決め、そのまま動きを封じようとしがみついているのは、陽子さんだった。


  しばらく呆けていた秋川くんだが、すぐに、立ち上がろうと腰を浮かせる。


  まずい。


  このまま逃がすか。


  僕が陽子さんを、多少乱暴にでも振りほどこうした、その時。


  ぱちぱちぱちと、拍手の音が管理人室に木霊した。


  拍手の主は、今まで沈黙を保っていた――。


  「彩香ちゃん？」


  「さすがですね修司さん」


  「え？　あ、ああ。はは、まあこれくらい、僕だって一応は――」


  「見事に、五十点の回答です」


  いやそんな、これくらいのことで五十点だなんて……五十点？


  「ん？　あれ？　えっとそれは……五十点満点で？」


  「いいえ。千点満点です」


  「低いな物凄く!?」


  「まあおまけして百点満点としても、正解はせいぜい半分ってとこですかね」


  「半分!?」


  そんなバカな。


  僕の推理は完璧だったはずなのに！


  「……なんですかその自信。穴だらけの推理なのに」


  「え。嘘……ホントに？」


  「はい。そもそもですね、修司さんは致命的に乙女心がわかってないです」


  「お、乙女心……？」


  唐突に出てきたファンシーな音の響きに、僕はもちろん、秋川くんや陽子さんまで動きを止める。


  「まず、結衣さんの恋人を呼び出す必要なんてない、事前に来る日と時間を調べておけばいいとかドヤ顔で言ってましたけど……恋人が来るとわかってる日に、友人とはいえ男性を泊めるわけないじゃないですか」


  「――あ」


  「まあ、そこは犯人がメールで呼び出したことにすればクリアできますけど。それとですね、多少心を許している友人でも、ストーカーなんて男性不信になりそうな行為の標的にされてる女性が、男性の前で安眠なんてできるわけないじゃないですか」


  「――――」


  絶句。


  もはや「あ」とすら言えなかった。


  言われてみれば、そりゃそうだ。


  確かに僕は、乙女心がわかってない。びたいち。


  「で、でも秋川くんは、ストーカーは確かに自分だったと自白したよ……？」


  「はい。実際、結衣さんを悩ませていたストーカーはこの人でしょうから」


  「え。でもそれじゃ……」


  「殺したのは自分じゃない、とも言っていたはずですよ？」


  「……つまり？」


  「簡単なことです。今回の事件、結衣さんのストーカーと、結衣さんとその恋人を殺した真犯人は、それぞれ別にいるというだけの話ですよ」


  「じゃ、じゃあ、その真犯人は」


  「ええ。この中にいます。あなたですよね――」


  そこで、彩香ちゃんはある人物を差し示した。


  指先ではなく、いつの間にか手に握っている包丁の切っ先で。


  ただ、差された本人の反応を見ると。


  「――遠山陽子さん」


  刺し示した、と、そう表現した方がいいかもしれない。


  　


  　　＊


  　


  「は、はは。じょ、冗談やめてよ。いきなり何言ってるの、この子……？」


  彩香ちゃんに真っ直ぐ見すえられ、陽子さんはぎこちない笑みを浮かべた。


  「犯行の流れ自体は、おおむね修司さんの推理で間違っていないと思います」


  陽子さんの反応など一顧だにした様子もなく、彩香ちゃんは続ける。


  「あなたは昨夜、結衣さんの部屋を訪ねた。そうですね、『一人で不安だろうから』とか、同性のあなたなら、口実はいくらでも作れたはずです。そして、言った。『最近疲れてるみたいだし、少し眠った方がいいよ。彼氏さんが来たら起こしてあげるから』とか」


  「し、知らない、知らないわよそんなの！　だ、だいたい彼氏が来るのに、泊まろうなんて思うわけないじゃない！」


  「彼氏さんが来た後は、自分は外で、ファミレスにでも入って適当に時間を潰す……とでも言えば、どうとでもなりますよね？　結衣さんは、一人になることに抵抗があったでしょうし、つけこみやすい」


  「だから知らないって言ってるでしょ!?　いい加減にしてよ！」


  「そうして眠った結衣さんを、持参したナイフで殺害。彼氏さんが来るのを待って……あとは、修司さんの推理と同じ。偽装工作をして、玄関の鍵をかけ、自分は窓からベランダに出て、外階段へ飛び移って逃走した」


  「知らない、知らない知らない知らないッ！」


  「血で汚れた服は、秋川さんが大学へ向かった頃を見計らって部屋へ侵入。少し探せばわかるような場所に隠して、罪を秋川さんになすりつけた」


  「なっ、なんの根拠があってそん――」


  「むしろ、秋川さんの部屋からそんなわかりやすい証拠が見つかったことこそ、わたしがあなたを疑う根拠なんです。秋川さん本人が犯人なら、さすがにもうちょっとわかりにくい証拠の処分の仕方や時間はあったはずです。発覚まで半日あったんですから。


  これは明らかに、秋川さんをはめるための工作です」


  「……けっ、けど、どっ、どうして私がそんな、結衣を、大事な親友を殺して、学をはめるようなことするのよ!?」


  「……？　しないんですか？」


  「しっ、しないに決まってるでしょ!?　だって、だって私は、学のことが――」


  「好きなんですよね？」


  「…………っ!?」


  彩香ちゃんの、何を当然のことをと言わんばかりの声には、陽子さんも絶句している。


  「あっ、アンタ、何言っ」


  「好きだからこそ、結衣さんを殺して、秋川さんに罪をなすりつける必要があったんじゃないですか？」


  「ちょちょちょ、ちょっと待って彩香ちゃん。そろそろ話についていけない」


  止めに入って、軽く周囲を見回してみる。


  うん。


  僕以外の捜査員も、秋川くんも、ついでに管理人さんも、みんな彩香ちゃんの言葉の意味がわかってない様子。


  僕は正常。乙女心わかってないせいとかじゃない。はず。


  「？　言ったままの意味ですよ？」


  「だからその、言ったままの意味がわからないんだけど……」


  「この遠山陽子さんは、そこの秋川学さんの、ストーカーだったんです。秋川さんが結衣さんのストーカーだったのと同じように」


  『は!?』


  僕ら男性陣一同、素っ頓狂な声を上げる。


  「わかりません？　さっきだって、学さんを守ろうと我が身を挺してたじゃないですか」


  「え？　ああ、うん？」


  「そうでなくとも、少し考えればわかることです」


  「そ、そうなの？」


  「はい。考えてもみてください。被害者の結衣さんは、さして異性としての興味がなかったはずの、キャバクラのお客さんを恋人にするくらい、ストーカーにおびえていたんですよ？」


  「あ、ああ。そうだけど……」


  ちらりと、結衣さんの友人たちを見る。


  ……まあ、隠しても今さらか。


  「わざわざ年上に声をかけなくても、一番手っ取り早いのは、そこの秋川さんを恋人にすることじゃないですか」


  「え、あ、言われてみれば……いやでも、秋川くんはストーカーで……？」


  「結衣さんがストーカーの正体に気づいてたなら、それだけおびえる前に、さすがに告発しますよ。まあ、陽子さんに気をつかって告発しなかった可能性もなくはないですが」


  「気をつかって……？」


  「まだわからないんですか？」


  「すみません」


  「陽子さんが秋川さんを好きなことくらい、同性なら誰だって気づけます。秋川さんを恋人にしなかった理由なんて、陽子さんに気をつかったからに決まってるじゃないですか！」


  …………………………あ。なるほど。


  「いや、でも待て待て待て。それならますますわからない。どうして秋川くんのことが好きな陽子さんが、恋敵の結衣さんを殺害するだけなら……いや、だけって言い方もおかしいけどまあ……まだしも、秋川くんをはめるような真似を？」


  「だから、好きだからですよ」


  「は？」


  「好きだから、はめたんです」


  「おう？」


  正直に言おう。


  まったく意味がわからない。


  「……もう、ホントに鈍いですね修司さんって」


  「あれ。これ僕が悪いの……？」


  「おそらく陽子さんの予定では、秋川さんの部屋の証拠品を最初に見つけるのは、警察じゃなかったんです」


  「……は？」


  「わたしたちがさっさとストーカーの無理心中説を捨てて、しつこく調べ続けたからこそ、警察が先に見つけることになりましたけど……警察が無理心中説を信じて調べていたら、どうなりました？」


  「ええと……まあ、事件にたいして不審な点もないし、第一発見者にはとりあえず帰ってもらって……あ」


  「そう。最初に秋川さんの部屋に入るのは、秋川さん本人のはずでした」


  「そこで秋川くんは、まず自分がストーカーだったって証拠くらいは処分しようとするはずで……いや、ちょっと待った。さっき電話くれた捜査員、証拠はみんな、部屋の中央に出しっぱなしだったとか言ってたような」


  「それも、陽子さんの仕業でしょうね。隠しておいたはずの証拠や、身に覚えのない証拠が部屋に散乱している……一発で悟るはずです。自分は誰かにはめられた、と」


  「でっ、デタラメよ！」


  声を張り上げたのは、やはりというべきなのか、陽子さんだ。


  「学がそこで、はめられたとわかったからなんだって言うの!?　私が学を好きなことと、そのどこに関係があるって言うのよ!?」


  「やだ、とぼけないでくださいよ。あるに決まってるじゃないですか」


  「はぁ!?」


  「だって、秋川さんが自室と対面する現場には……陽子さん、あなたもいる予定だったんですから」


  「……っ」


  「隠していた変態的偏執的ストーキングの証拠、さらに覚えのない殺人の証拠。それが散乱し、しかも隣には陽子さん……秋川さんはパニックです。その秋川さんに、あなたはこう、やさしくささやきかけるはずだった。


  『大丈夫。私は何があっても学の味方だよ。こんなの嘘だよね？　きっと、誰かにはめられた、そうなんでしょ？』


  と。パニックを起こした秋川さんにとっては、まさに天使のような、悪魔のささやきです」


  「…………」


  「よ、陽子……？」


  ついに、沈黙する陽子さん。


  はめられた秋川くんは、おびえたように、陽子さんから距離を取る。


  いや、結衣さんに体液入りの小瓶を送りつけたりとか、彼も万人から距離を置かれるべき、結構な変態のはずなのだが。


  「…………証拠は、あるの？」


  蒼白な顔で、陽子さんは弱々しくそうつぶやいた。


  「んー。証拠と言えるかどうかわかりませんが。陽子さんあなた今、パスポートと国外線のチケットか、あるいは国内線のチケット……そうですね、沖縄か福岡への片道券、二人分を何種類か持ってるんじゃありません？」


  「…………どうしてそう思うの？」


  「あなたは秋川さんを、やさしく天使のように包み込み、同時に悪魔的な狡猾さで誘導して、国外退去を勧めたはずです。最愛の結衣さんを失い、冤罪で警察に追われる身となった秋川さんには、甘い誘惑です。


  もちろん、あなたも同行する。そうすれば……傷心の秋川さんの心は、遠からず自分の物になる。そう考えた。


  秋川さんがパスポートを持っていない可能性もありますから、最悪現地での交渉でなんとかなる、沖縄から中国、福岡から韓国への船便での逃亡を企てた……と、そう予想しただけです」


  「……呆れて物も言えないわ」


  「あれ？　間違ってました？」


  「いいえ。完璧よ。むしずが走るほどにね」


  陽子さんは顔を伏せたまま、暗い笑みを浮かべ、眼球の動きだけで彩香ちゃんを見た。


  そんな陽子さんに、秋川くんはおそるおそる、声をかける。


  「よ、陽子、それじゃお前、本気で――」


  「そうよ。……ずっと黙ってたけど、私、学のことが、好き。大好きなの。愛してる」


  そっと秋川くんの肩に顔を寄せて、しくしくと泣き崩れる陽子さん。


  ……やれやれ。


  もう少しそのままにしてやりたい気持ちにさせられる光景だが、ダメだ。


  その身勝手な恋と陰謀で、二人もの人間がその人生を奪われたのだ。


  僕は手錠をかけるべく、陽子さんへと近づいて、


  「近づくんじゃねぇええええええええええええええええええええよゲスがぁあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!」


  地の底から轟くような、おぞましい声に足を止めた。


  というか引いた。


  ドン引きだった。


  その、女性のものとは到底思えない、いわゆるひとつのデスボイスを発した陽子さんは、


  「アダシはマナブとむすばれんだよぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおあんなグゾバイタ殺したくらいなんたっづぅうんだよぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお邪魔すんなバァァアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアグァッ！」


  再びのデスボイス。


  死の声。


  聞いただけで死ねそう。ていうか呪われそう。


  僕と、他の捜査員たちは、素早く目を見交わして、同時にそらした。


  うん。だよね。


  誰もあれの拘束のために動きたくないよね、正直。触ったら腐りそうだもの。


  その場のほぼ全員が、（秋川くんも含めて）ドン引きと女性という生き物の未知なる部分との遭遇に記憶をアブダクションされたい気分になっている中、


  「くすっ」


  そんなあまりにも場違いな、可愛らしい含み笑いがみんなの耳を癒しで包んだ。


  しかるにその、彩香ちゃんの笑みの真意には、


  「恋する女の子って、可愛いですよね」


  みんな輪をかけてドン引きだった。


  何言ってんのこの子。


  恋だの愛だの。


  そんなゆるふわでモテカワなワードで包み隠せるレベル超えてるよこれは。


  明らかに呪詛とか怨嗟とか、そういうギリモザでグログロなワードがふさわしい。


  「わたしも、負けてられないなあ」


  ………………………………今の言葉は、心底聞かなかったことにしたい。まじで。


  とはいえそんな、見た目と印象だけなら極めて清楚で可愛らしい彩香ちゃんのつぶやきは、今や化けの皮を剥がし、化生か悪魔か●ツコかという次元に墜ちた陽子さんには、大変お気に召さなかったらしい。


  「なぁに笑っでんだグゾビッチうあぁあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!?」


  陽子さん（？）は、髪を振り乱し、顔面を涙と鼻水と唾液と何かでぐちゃぐちゃにし、秋川くんの身体から身を離すや――恐ろしい勢いで、彩香ちゃんへと疾駆した。


  その右手には、どこに隠し持っていたのか、今回の凶器に似たサバイバルナイフ。


  そして彩香ちゃんはと言えば、


  「――っ！」


  冷めた目をして、握った包丁で応戦の構え。


  「ってバカか！」


  僕は毒づき、金縛りに遭いかけていた身体を叱咤し、床を蹴った。


  割り込んだ僕に、陽子さんはまた別種の殺意を向けてくる。


  が、意志の強さだけですべてがどうにかなるものでもない。


  僕は軽く足を突き出して、陽子さんのサバイバルナイフを弾き飛ばし、


  「ふっ」


  瞬時に接近。


  足を払って床に投げる。どこかにヒビでも入りそうな勢いだが、勘弁して欲しい。


  「あがっ!?」


  と、乙女にあるまじき声を最後に、陽子さんは背中を強く床に打って、意識を失った。


  ……戦闘力はたいしたことないのに、ラスボスを倒したような高揚があるのはなんだろう。


  「さすがですね、修司さん」


  「いやさすがじゃないから！　ちったぁ逃げるとかおびえるとかしようよ、君も！」


  「えー。でも、必要ないじゃないですか？」


  「なんで!?」


  「だって、わかってましたし。――修司さんが守ってくれるって」


  極めて真面目っぽい微笑とともにそう言われると、僕はもう、それ以上は何も言えない。


  ただ黙々と、僕は犯人の手首に手錠をかけた。


  　


  　　＊


  　


  ごたごたした事後処理を他の捜査員に任せ、帰路に着いた。


  助手席には彩香ちゃんが座っている。


  雑用を先輩方に押しつけるような真似をしてなんとか許してもらっているのは、彩香ちゃんをお送りする、という大義名分があるためだ。


  ……彼女が、警察庁長官の娘という身分を差し引いても、警察組織内の一部で一目置かれているという事情は、今日、嫌というほど思い知った。


  「あ。そうだ修司さ――」


  「ところで彩香ちゃん」


  何かを言いかけた彼女に先んじて、僕は別の話題を切り出した。


  「どうして国外逃亡なんて見抜けたの？」


  「え？　だって、他に何かあります？　あの状況で、選択肢って」


  「まあ、とにかく本気で警察から逃げようとしたらそうなるだろうけど……でも、国外逃亡なんて思い切った決断、誰もがするわけじゃないと思うけど」


  「そうですか？　殺人だってそこそこ思い切った決断ですし、今さらじゃないです？」


  「ああ、そりゃそ――いや、『そこそこ』じゃないけどね……」


  「まあまあ？」


  「おそろしく！　だよ！」


  「それに陽子さんはもう、秋川さんっていう、一番欲しかったものを手に入れたんですよ？　あとはどこに行ったって、幸せにやっていけるじゃないですか」


  「……そうか？」


  「はい。私でも、そうします」


  ……怖い。恋心が昂じて二人（それも一人は、まったく私怨のない人間）も殺害した犯人に、ナチュラルに共感できてしまう彼女が、極めて怖い。


  「まあ、もちろん――」


  なにせ彩香ちゃんは、


  「――私なら、もっと巧く殺しますけど」


  この言葉を、嘘偽りない本音として口にしている。


  今日、改めて思い知ったことがある。


  彼女はおそろしく頭がいい。


  この頭のキレは、尋常ではない。


  今まで漠然と感じていた不安が、今日、確信に変わった。


  彼女はストーカーだ。


  しかし、世のストーカーのように、相手の気持ちや拒絶を一切かえりみず、迷惑をかけ続けるだけの存在とはまた異なる。


  彼女は僕が、自分の行為でどう反応するかを分析しつくしている。


  事実として、――今日まで警察庁長官の娘という事実を知らなかったとはいえ――僕には通報とか、マスコミへのタレこみとか、そういった手段が残されていた。


  それでも僕は、そういった手段を選ばなかった。


  別に、彩香ちゃんに恋愛感情は抱いていない。


  ただ、だからと言って、僕なんかのことを好きになってくれた女の子を、容赦なく罪に問うことが……僕にはできない。


  そのことを彼女は見抜いている。


  今日の様子を見るに、自分の立場、警察庁長官の娘という立ち位置への評価、大衆への影響力についてもわきまえていて、その上で、僕の元に押しかけている。


  「ところで修司さん」


  だから僕は、そんな彼女のことが、


  「今日はわたしのお手柄ですよね？　少し、『ご褒美』が欲しいんですけど」


  時々、本気で、怖いのだ。


  「……いや、ごめん。『ご褒美』とか、そういうのはちょっと……ほら、君は勝手に押しかけ」


  「えっと、こんなことお願いするの、少し恥ずかしいんですけど……」


  「聞いてよ!?」


  ああ、もう。


  なんかもじもじしてるけど、この子が恥じらうとか、一体何を要求するつもりなんだ。


  怖い。極めて怖い！


  僕は断固として、不健全な要求には応じない心構えを作り、


  「その……頭を、撫でてくれません、か？」


  実に控えめな要求に、肩すかしを喰らった。


  「…………」


  「……だめ、ですか？」


  ちらりと横目で、彼女をうかがう。


  潤んだ瞳、赤らんだ頬、これも彼女の策略か、なんて邪推してしまうほど、なんというかまあ、正直に言えば――可愛かった。


  「あああああ、ったく」


  僕は声を上げ、それからひとつ、盛大な溜め息をついて。


  「今回は助かった。ありがとう」


  一応の礼の後に、彼女の頭に片手を伸ばした。


  名探偵はストーカー
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